ワークショップ型授業研究会について
中学校部会：バスケットボール・ソフトテニス
１　日程　１４：４０～１５：３０（５０分）　
バスケットボール・・・メインアリーナ　　ソフトテニス・・・大会議室
※１５：４５～授業研究（全体会）
　　
	
	時間
	内容
	授業者
	助言者

	14:41～
	５分
	授業者反省
・　三股中学校　森山　 三幹男　教諭（メインアリーナ）
・　西中学校　　堀切　一甫　　教諭（大会議室）
	着席
	着席

	14:46～
	５分
	質疑･応答
	着席
	着席

	14:50～
	５分
	ワークショップ型授業研究会の説明
	着席
	着席

	14:55～
	３５分
	ワークショップ
★　中学校部会公開授業
「球技：バスケットボール」（メインアリーナ）
「球技：ソフトテニス」　　（大会議室）

◯　主体的・対話的で深い学びにつながる学習活動単元計画になっていたか

◯　生徒の姿に対する手立ての一体化表の作成及び活用がなされていたか
	授業反省
	周回

	15:30～
	１５分
	移動（メインアリーナ）
	移動
	移動

	15:45～
	２０分
	指導講評（10分×２名）（メインアリーナ）
・　日髙　正博　教授
・　西田　英司　指導主事
	着席
	着席



２　授業参観の視点
	【中学校部会公開授業「第２学年　球技：バスケットボール」「第１学年　球技：ソフトテニス」】
◯　主体的・対話的で深い学びにつながる学習活動単元計画になっていたか
◯　生徒の姿に対する手立ての一体化表の作成及び活用がなされていたか



３　ワークショップの進め方
※授業開始前に付箋紙を配付する。
○付箋紙へ授業参観の視点で記入をする。（主観を避け、事実を客観的に表現する。）
【青色の付箋紙】・・・『生徒の良いところ』『教師の良いところ』
【赤色の付箋紙】・・・『生徒の改善点』『教師の改善点』














・１枚の付箋紙には一つのことを記入する。
・気付いたことは些細なことも含めてたくさん書く。
・簡潔に大きな文字で記入する。
・名前も付ける。




・　ワークショップの様子


・　ワークショップの様子
[image: 病室にいる人たち

中程度の精度で自動的に生成された説明][image: 人, テーブル, 建物, 男 が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: 人, 男, テーブル, 立つ が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: テーブル, 男, 女性, グループ が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: 人, グループ, 男, 立つ が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: デスクの上に座っている男性

低い精度で自動的に生成された説明][image: 男, 持つ, 部屋, 立つ が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: 屋内, 人, 立つ, 女性 が含まれている画像

自動的に生成された説明]

グループで各自の分析を述べながら付箋を台紙に貼っていく。
14:55～15:05（10分間）


グループ協議中、授業者と指導者は、授業について分析する。


付箋を整理して、見出しを付けて（ラベリング）
意見を整理する。
15:05～15:20（15分間）


各グループの代表者が、模造紙に整理した内容を説明する（３分程度）。
15:20～15:30（10分間）


発表は各班１名ずつローテーションで行う。その際、発表者以外の班員は別の班の発表を聞きに行く。
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